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団体名 所在 活動内容の概要

上士幌ニュービジネ
ス研究会

上士幌町

　北海道の経済状況は厳しい。上士幌町も公共事業の減少や国際競争の
荒波にさらされる農業などの影響で、働く場の確保は厳しい状況にある。
その中で観光は雇用の場の提供には重要な産業であり、「道の駅」は観
光振興の面からも大きな存在である。現在、上士幌町には「道の駅」が
なく、観光案内や物産販売など地域振興の面から設置が望まれる。本事
業は行政と連携しながら、民間主体の柔軟な発想で、「道の駅」設置に
向けて市場性や採算性、施設の内容などの調査を行うものである。

北海道農村地域環境
研究会

札幌市

　空知地域の田園空間は、明治開拓期の特徴的な計画による里山、防風
林や屋敷林の環境要素を一体にして、豊かな環境を形成していたが、近
年地域空間を維持する担い手力の低下、草地や荒地の増加は、農業の耕
作に影響し、コミュニティの衰退や、田園空間環境の低下が生じている。
しかし、深川の拓殖短大の農業従事者の育成コースや栗沢町の新規就農
者のための農業塾、小中学校のグリーンスクール、岩見沢農業高校の農
産品即売会の取り組みは青少年の活動レベルから田園空間づくりを進
め、都市と農村交流の新たな流れを生み出しつつある。
　農業従事者の高齢化や後継者確保の困難さ等により深刻化する田園空
間づくりを、地域空間の将来の担い手である青少年の活動を核とした農
村と都市交流により行うことは農業を基盤とする北海道の地域づくりに
おいて、最も重要な側面からの取り組みになり、地域づくりの基盤とな
る人材育成に取り組む活動でもある。

平成20年度地域活性化活動助成団体及び活動内容

インフォメーション❻

平成20年度地域活性化活動助成の選考結果
㈶北海道開発協会　会長　小林　好宏

　当協会では、21世紀の北海道開発を推進する、地域自らの発想による地域づくりを支援するため、
平成20年度の地域活性化活動助成の対象となる活動を、平成19年11月1日から20年 4月30日までの
間、道内の非営利の市民団体を対象として公募しました。
　これに対し、本年は道内各団体から32件の応募をいただきました。応募された活動の内容は、地
域おこし、まちづくりを中心に観光、農業、商品開発、教育関連など多岐にわたっており、さまざま
な活動に地域の人々が精力的に取り組まれていることがわかりました。
　これらの活動内容について、厳正な審査を行った結果、去る5月30日、下記の 8 件を選考しました。
　当協会では今後とも本地域活性化活動助成を続けていく予定です。平成21年度については、本年
11月頃にホームページに募集要領を、「開発こうほう」12月号に募集広告を掲載する予定です。皆様
方のご応募を期待しています。
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大雪カントリーライ
フ研究会

旭川市

　本研究会は新たに大雪周辺地域に移住して来た人と地域住民を中心
に、平成16年 8 月に設立され、以来財団法人北海道地域総合振興機構の
支援を受けながら、月 1回のサロンの開催や年 4回の情報誌発行を通し
て、新しい農村コミュニティの形成を図ってきた。この新たに形成され
たコミュニティと衰退が懸念される大都市郊外商店街との間で、特産品
をはじめとする地域情報の提供等により相互理解を深め、双方の活性化
を図っていく。

積丹町美国鰊場プロ
ムナード研究会

積丹町

　本研究会は、かつて鰊
にしん

場で栄えた積丹町美国地区に取り残された建造
物等を再生・活用することで新たな観光と地域づくりを進めるものであ
る。
　また、その再生・活用にあたっては、地域内外の個人や団体を中心と
して、これに積丹町や町内外の関係者が協力する本研究会が主体となり、
新たな体制を構築することとしている。

『コロボウシとカボ
チャの物語』実行委
員会

ニセコ町

　ニセコがホスピタリティの高い国際リゾート地となるには、地元住民
と外国人移住者との相互理解が大切である。このために、農家や外国人
が共に春夏秋冬の「農縁活動」を通じて、国際的な「人の絆

きずな

」と新しい
文化芸術活動を誘発します。秋（10月）には、「コロボウシ絵画展」「カ
ボチャ彫刻展」「ニセコ・インターナショナル子ども仮装行列」などを
実施する。

特定非営利活動法人
オホーツク21世紀を
創る会

網走市

　新たな手法による地域コミュニティの創出とオホーツクの魅力情報の
全国発信による地域活性化事業を行う。
事業 1　「 既存地域SNS（オホーツクコネクト）改修事業」
　　　　 携帯電話やFAX利用可能に改修し、利用し易く改修する。
事業 2　「 SNS活用セミナー開催事業」
　　　　 講師を招

しょう

聘
へい

し、SNSの理解を深めるセミナーを開催する。
事業 3　「 オホーツクコネクト利用講習会開催事業」
　　　　 SNS利用促進のため利用方法の講習会を実施する。
事業 4　「 オホーツクコネクトPRパンフ作成事業」
　　　　 オホーツクコネクトPRパンフを作成し配布する。

江別の歴史と環境文
化を後世に伝える会

江別市

　江別の古い写真が残されているが、この貴重な写真をディジタルアー
カイブ化し市民に公表することで、市民の歴史認識が深まり市民参加に
よるまちづくりが期待される。活動主体は、市民活動推進のため、非営
利任意団体を組織し、大学が技術指導や公開方法の検討を行う。

エ コ ホ ス ピ タ リ
ティーはこだて

函館市

　本事業は、函館市の歴史的市街地である「西部地区」と活性化が求め
られる中心市街地「大門地区」を対象に、歴史的建造物を保全・活用し
た観光拠点や飲食・宿泊施設、交通拠点を、“北海道初のベロタクシー”（環
境に優しい自転車タクシー）によりネットワークする観光プログラムを
実験的に提供するとともに、既存ストックを活用した活動拠点の形成に
取り組む。これらの活動は、①「（歴史的建造物など）既存ストックのネッ
トワークによるビジネス化」といった道内各地でも展開可能なモデル性
があり、②「既存ストック活用による活動拠点形成」や「人力による楽
しい移動環境創出」といった新規性がある。


